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校長 菅野 美恵子 

今年度は、新型コロナウィルス感染症が 5 類に移行し対策が緩和されたこともあり、交流及び共同学習を直

接会って行う機会が増えましたことを大変うれしく思っております。 

 本校の児童生徒にとって、同世代の方との交流、そして、地域の皆様との交流活動は楽しく思い出に残る活

動であるとともに、地域社会で生活していくうえでの“生きた力”となります。また、障がいのある・なしに

かかわらず、幼少期の原体験は、その後の人生における糧になると信じております。コロナ禍において、学校

でもＩＣＴ活用が急速に進み、間接交流の良さも体験しましたが、人と人が直接出会って、感じたり、会話を

交わしたり、触れ合ったりして得られるものには叶わないと改めて感じました。 

今後、さらに交流及び共同学習を通した出会いを大切にして、みんなで「共に生きる社会」を作っていきた

いです。これからも皆様の御理解と御支援をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

小学部 菅野 華 

 

６月２０日（火）に本校で平第六小学校５年生との交流及び共同学習が行わ

れました。学年で協力して作った横断幕を手に、笑顔で出迎えることができま

した。自己紹介ではドキドキしていた児童たちでしたが、ボウリングや玉入れ、

ダンス等の交流を通して緊張もほぐれ、別れの際は本校の児童から「また遊び

たい。」との声も聞かれました。限られた時間の中での交流でしたが、両校の児

童、教師が笑顔で活動することができました。   

 

  

 

 

 

中学部 佐藤 淳子 

 

 ５月３１日（水）に、平第一・第二・第三中学校の特別支援学級の皆さんと交

流会が行われました。４年ぶりに４校が集まって交流会を開催することができ

ました。「ボール運びリレー」、「風船バレー」、「ダンス・ジャンボリミッキー」

を一緒に活動し、交流を深めました。協力しながらボールを運んだり、ダンス

の楽しい雰囲気で場を共有したりと、実際に会うことができたからこそのより

よい交流となりました。短い時間ではありましたが、充実した交流の時間を過

ごすことができました。 

～多くの人と出会い、感じて、ふれあって～ 

 
 

 住 所    いわき市平上神谷石ノ町１３－１ 

 電 話    ０２４６－３４－３８０６ 

 ＦＡＸ    ０２４６－３４－５１８３ 

 ホームページ https://iwaki-sh.fcs.ed.jp 

（ほぼ毎日更新中！） 



 

 

 

 

高等部 蓬田 真由美 

 

４月２８日（金）に、「総合的な探究の時間」の授業の一環として、高等部

全学年で「いわき万本桜プロジェクト」に参加しました。この活動は、地域

貢献及び社会参加への意欲を養う目的で毎年実施しています。 

当日は爽やかな晴天の下、生徒たちは事前学習で学んだことを意識しなが

ら、学級ごとに桜の木の周辺の除草作業や回廊美術館の清掃作業などに一生

懸命に取り組みました。今回は、プロジェクト代表の志賀様から直接、万本

桜についてのお話を伺うこともでき、充実した時間を過ごすことができまし

た。 

 

 

 

 

 

本年度の「風と雲のまつり」は１０月２８日（土）に行われます。今年度のテーマは、実行委員会のメンバ

ーが全学部に募集をかけ、『輝け！虹のように美しく みんな笑顔の風雲２０２３』に決まりました。また、学

部で役割分担して、全員で１つのテーマ横断幕を作成するなど、いわき支援学校全体で「一体感」を意識して

取り組んでいます。 

児童生徒は、当日のステージ発表や作業学習の実演・販売に向けて、日々準備を頑張っています。準備や当

日の様子などをホームページ掲載しますので、日頃の学習の成果をぜひご覧いただければと思います。 

 

≪今年度の交流≫ 

 

 

 

 

日頃より、本校の教育活動に御支援御協力をいただきまして誠にありがとうございます。 

さて、今年度も年２回「ふれあい新聞」を発行して地域の方々とのつながりを深めていきたいと

思っております。各学部の学校生活の様子や地域の方々との交流などをお伝えしていきますので、

ぜひご覧ください。 

【小学部】 平第六小・２～６学年 

      居住地校交流 

【中学部】 平第一中・平第二中・平第三中（５月） 

地域交流  （１１月） 

【高等部】 地域交流  （ ４月） 

平支援学校・いわき湯本高遠野校舎（１０月）  

学校公開 

 

10月31日(火)～11月2日(木) 

９：１５～１１：３０ 

編集後記 

風と雲のまつり実行委員会担当 高等部 志賀真実 


